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午
後
に
行
わ
れ
た
水
を
分

け
与
え
る
神
事
で
あ
る
「
水

分
神
事
（
み
く
ま
り
し
ん

じ
）」
で
は
、
総
鎮
守
で
あ

る
秩
父
神
社
に
神
水（
水
麻
）

が
授
け
ら
れ
、
秩
父
地
方
の

農
耕
の
一
年
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
日
、
秩
父
神
社
で
は
関

連
行
事
と
し
て
「
御
田
植
神

事
」
も
行
わ
れ
、
稲
作
の
始

ま
り
を
神
前
に
報
告
し
、
五

穀
豊
穣
が
祈
願
さ
れ
た
。

　
八
大
龍
王
を
象
徴
す
る
雨

が
時
折
降
る
中
、
午
前
10
時

半
に
祭
事
が
厳
か
に
始
ま
っ

た
。
修
祓
の
儀
、祭
主
一
拝
、

献
饌
の
儀
に
続
き
、
祭
主
・

塩
谷
崇
之
宮
司
に
よ
り
祝
詞

が
奏
上
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
本
山
修
験
宗
の

大
先
達
に
合
わ
せ
て
参
列
者

一
同
が
般
若
心
経
を
奉
読

し
、「
豊
栄
舞
」
の
奉
奏
、「
墨

絵
演
舞
」
の
奉
納
と
続
い

た
。
宮
司
が
玉
串
を
奉
っ
て

拝
礼
、
氏
子
総
代
、
清
野
和

彦
秩
父
市
長
ら
参
列
者
が
そ

れ
に
続
い
た
。
撤
饌
、
祭
主

一
拝
。
龍
神
祭
は
滞
り
な
く

修
め
ら
れ
た
。

　
塩
谷
宮
司
は
「
八
大
龍
王

は
雨
と
水
を
つ
か
さ
ど
る
神

様
で
、
水
は
我
々
の
生
活
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

だ
。
今
日
の
龍
神
祭
で
は
皆

様
の
御
無
事
と
秩
父
地
域
、

そ
し
て
関
東
平
野
全
体
の
安

寧
を
祈
っ
た
」
と
述
べ
た
。

　
秩
父
神
社
で
は
「
御
田
植

祭
」
が
始
ま
り
、
午
後
１
時

に
薗
田
建
（
た
け
る
）
宮
司

以
下
神
職
・
作
家
老
が
本
殿

に
昇
殿
。
神
部
た
ち
と
「
御

本
殿
の
儀
」
を
斎
行
。
豊
作

を
祈
念
す
る
祝
詞
が
奏
上
さ

れ
た
。
玉
串
を
奉
奠
の
後
、

山
の
神
（
水
神
、
龍
神
）
の

依
代
で
あ
る
水
麻
を
宮
司
が

取
り
出
し
、
禰
宜
か
ら
小
川

篤
作
家
老
に
手
渡
さ
れ
た
。

午
後
１
時
半
、
水
乞
い
の
御

神
幸
行
列
が
今
宮
神
社
に
向

か
う
。神
職
の
先
導
の
も
と
、

笛
や
太
鼓
の
音
に
導
か
れ
、

水
麻
を
掲
げ
た
作
家
老
と
鍬

を
担
ぐ
神
部
た
ち
が
市
内
を

練
り
歩
き
、
今
宮
神
社
へ
と

向
か
っ
た
。

　
一
行
が
今
宮
神
社
に
到
着

す
る
と
「
水
分
神
事
」
が
社

殿
で
行
わ
れ
た
。修
祓
の
儀
、

祭
主
一
拝
。
献
饌
の
後
に
、

水
麻
（
み
ず
ぬ
さ
）
授
受
の

儀
が
行
わ
れ
、
神
部
代
表
の

黄
色
装
束
の
作
家
老
（
小
川

篤
氏
）
が
水
麻
を
秩
父
神
社

の
新
井
君
美
禰
宜
に
渡
し
、

さ
ら
に
今
宮
神
社
の
塩
谷
宮

司
に
渡
さ
れ
、
本
殿
に
奉
斎

さ
れ
た
。

　
次
に
、
塩
谷
宮
司
が
水
分

の
祝
詞
を
奏
上
し
、
続
い
て

新
井
禰
宜
が
水
乞
い
の
祝
詞

を
奏
上
し
、
豊
作
を
祈
念
し

た
。
今
宮
神
社
宮
司
、
秩
父

神
社
禰
宜
、
作
家
老
が
玉
串

を
奉
っ
て
拝
礼
し
、
今
宮
神

社
関
係
者
、
秩
父
神
社
関
係

者
が
そ
れ
に
続
い
た
。
御
神

酒
撤
下
、
直
会
と
な
り
、
御

神
酒
と
ダ
イ
コ
ン
が
参
列
者

に
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
八

大
龍
王
の
御
神
徳
、
水
の
御

恵
み
を
宿
し
た
水
麻
が
、
今

宮
神
社
宮
司
か
ら
秩
父
神
社

禰
宜
へ
、
さ
ら
に
作
家
老
へ

と
授
与
さ
れ
、
祭
主
一
拝
。

水
分
神
事
は
滞
り
な
く
修
め

ら
れ
、
そ
の
後
一
行
は
市
内

を
再
び
練
り
歩
き
、
秩
父
神

社
に
戻
っ
た
。

　
午
後
４
時
に
は
「
御
田
植

神
事
」
が
始
ま
っ
た
。
境
内

に
は
し
め
縄
が
張
ら
れ
、
神

田
に
見
立
て
た
場
で
進
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
八
大
龍
王
神

の
御
神
徳
に
感
謝
を
捧
げ
る

意
味
を
込
め
、
神
社
正
面
の

鳥
居
は
水
口
に
見
立
て
ら
れ
、

龍
の
姿
を
模
し
た
稲
わ
ら
が

巻
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。

　

秩
父
神
社
の
「
御
田
植

祭
」
は
埼
玉
県
の
選
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
神
事
を
支
え
る
の
は

地
元
の
「
秩
父
神
社
御
田
植

祭
保
存
会
」
の
会
員
た
ち
。

今
年
か
ら
作
家
老
を
務
め
る

小
川
篤
氏
は
黄
色
の
装
束
に

身
を
包
み
、
そ
の
他
の
神
部

た
ち
は
菅
笠
を
か
ぶ
り
白
装

束
を
身
に
ま
と
っ
て
登
場
す

る
。

　

作
家
老
と
神
部
た
ち
は
、

神
社
境
内
の
敷
石
を
水
田
に

見
立
て
、
古
式
ゆ
か
し
い
田

仕
事
の
所
作
を
順
に
演
じ

た
。
最
初
の「
苗
代
づ
く
り
」

で
は
、「
田
打
ち
」「
く
ろ
ぬ

り（
畔
塗
り
）」「
代
掻
き
」「
田

な
ら
し
」
の
所
作
を
、
続
い

て「
本
田
づ
く
り
」で
は
、「
田

打
ち
」「
く
ろ
ぬ
り
」「
肥
料

ま
き
」「
カ
ッ
チ
キ
（
刈
敷
）」

「
代
掻
き
」「
田
な
ら
し
」「
田

植
え
」
の
所
作
を
演
じ
た
。

最
後
に
、
秋
の
収
穫
を
象
徴

す
る
「
餅
ま
き
」
で
は
、
作

家
老
お
よ
び
神
部
た
ち
が
、

無
病
息
災
・
開
運
招
福
を
も

た
ら
す
縁
起
物
の
餅
を
見
物

客
一
人
ひ
と
り
に
配
り
、
春

の
神
事
は
に
ぎ
や
か
に
締
め

く
く
ら
れ
た
。

　
年
末
、
12
月
3
日
に
行
わ

れ
る
秩
父
夜
祭
（
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
）
で
は
、
春

の
御
田
植
祭
に
お
い
て
迎
え

ら
れ
た
武
甲
山
の
龍
神
を
、

再
び
山
へ
送
り
返
す
と
さ
れ

て
い
る
。

　
４
月
４
日
、「
龍
神
祭
」
が
今
宮
神
社
（
塩
谷
崇
之
宮
司
）
の
大
ケ
ヤ
キ
「
龍
神
木
」
の
前

で
斎
行
さ
れ
た
。
龍
神
祭
は
、
八
大
龍
王
神
の
神
徳
と
水
の
恵
み
に
感
謝
す
る
祭
り
。
境
内
に

あ
る
龍
神
池
に
は
、
秩
父
の
霊
峰
・
武
甲
山
か
ら
の
伏
流
水
が
湧
き
出
し
て
お
り
、
武
甲
山
の

龍
神
様
が
こ
の
地
に
降
臨
す
る
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
と
こ
ろ
Ａ

Ｉ
に
関
す
る
話
を

聞
か
な
い
日
は
な

い
が
、
昨
年
７
月

に
電
通
が
公
表
し

た
『
対
話
型
Ａ
Ｉ
と
の
関

係
性
に
関
す
る
意
識
調
査
』

で
、
次
の
よ
う
な
結
果
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る（
対

話
型
Ａ
Ｉ
を
週
１
回
以
上

使
用
す
る
と
い
う
12
〜
69

歳
の
約
１
０
０
０
人
が
対

象
）
▼
対
話
型
Ａ
Ｉ
の
主

な
使
い
方
は
「
情
報
収
集
」

（
64
％
）
や
「
勉
強
や
仕
事

な
ど
で
分
か
ら
な
い
こ
と

を
教
え
て
も
ら
う
」（
47
％
）

と
い
っ
た
こ
と
が
中
心
▼

一
方
で
、
気
軽
に
感
情
を

共
有
で
き
る
相
手
と
し
て

65
％
の
人
が
「
対
話
型
Ａ

Ｉ
」を
あ
げ
て
い
る
。10
代
、

20
代
で
は
７
割
を
超
え
る
。

こ
れ
は
「
親
友
」（
65
％
）、

「
母
」（
63
％
）
と
同
じ
レ

ベ
ル
で
Ａ
Ｉ
が
何
で
も
話

せ
る
相
手
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
▼
ア
メ
リ

カ
で
は
Ａ
Ｉ
と
の
対
話
が

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
見

ら
れ
る
少
年
の
自
殺
な
ど

も
起
き
た
。
こ
う
し
た
調

査
結
果
は
現
代
の
孤
独
や

人
間
性
、
あ
る
い
は
幸
福

感
に
関
わ
る
問
題
を
提
起

し
て
い
る
。
宗
教
界
で
も

Ａ
Ｉ
と
の
向
き
合
い
方
は
、

宗
派
を
超
え
た
テ
ー
マ
と

し
て
様
々
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議

論
を
行
う
こ
と
も
宗
教
が

果
た
す
べ
き
大
き
な
役
割

で
あ
ろ
う
。

秩父神社の境内で田仕事の所作をする作家老と神部たち
＝４月４日、埼玉県秩父市の秩父神社

八
代
龍
王
神
と
水
の
恵
み
に
感
謝

八
代
龍
王
神
と
水
の
恵
み
に
感
謝

今
宮
神
社
の
龍
神
祭
と
秩
父
神
社
の
御
田
植
祭

埼玉県秩父市

こ
の
度
、
宗
教
新
聞
社
の
代
表
に
石
井
康
博
が
就
任

致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
号
よ
り
紙
面
を
12
面
と
し
、

内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社 告

水分神事で今宮神社の塩谷崇之宮司（左）から水麻を受け取
る秩父神社の新井君美禰宜（右）


